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瓦に対す る水酸化カルシウム (固体)の添加重畳 (瓦)である.
この結果によれば,3瓦の添加で常態 170kg/cm2,耐水 50kg/cm2 前後の接着力を現わすこと
が認められ,濃厚苛性曹達水溶液の場合より張力であることが明かになった.以下の実験は特別の
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では 1200C 附近,30分では 100OC附近の加熱温度で接着させることが望ましい.史に加圧するこ
となく,試験片の滑動を防止する範囲の極く僅少な加重 - 低圧- での接着では,加熱温度が
500-600C で放置時間が2時間程度が良好である.その結果は第 5表の如 くである.
第 5 表






























































































で約30分間放置風乾したものである.添 加 剤 の混入は,絶て樹脂に対す る重量%を用い,添加剤の
粒子は80メッ シュ通過のものである.苛 性常連の場合で最も効果的とされた木粉と,最も効果の
少たいと云うより寧ろ有害な柳指との両 極 端 を選んで,実験を行った.










試験片上に接着混合剤を塗布し, 重視 (160-白oo°)に.放置一 教琶時間を種々変える一 後残
存している試験片上の混合剤を堅 く拭＼ハとって,更に新 しく接着混合剤を塗布し, その接着力を試
験 した. その際の窒湿数漬時間と接着力の強弱とを比較してみると,第14表第10図の如 くである.
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この結果によれば,常態接着力は敢闘寺間と共に上昇し,胸 水接着力は20分前後の放置が最大の
接着力を示し,以後漸次減少する傾向にある.




























































































1) 木 材 研 究 4 50-65 (昭25)
2)同 上
3)同 上
4) 同l 上
5)同 上
6)同 上
7)同 上
4 弧62 (昭25)
9 15-17 (昭27)
4 63 (昭25)
9 18-19 (昭27)
4 57 (昭25)
4 59 (昭25)
31
